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第1章　 緒 言 及 ビ 文 獻

口蓋扁挑腺 ニ關 スル業績 ハ頗 ル多數 ニシテ枚擧 ニ遑 ナ キモ. Cholesterin或 ハ之 ト 的作

用 ヲ有 スルLezithinヲ 動 物 ニ作用 セ シメテロ蓋扁 桃腺組識 ノ變化 ヲ檢 シ或 ハ之 ト同時 ニ生體

染 色 ヲ併用 シ其 ノ所 見 ヲ組織 的 ニ探求 シタル モノハ余 ノ知 レル範圍内 ニテ ハ之 ナキガ如 シ.只

Cholesteatoseニ 於 ケル生體細 胞 ノ色素攝 取 ノ状 ニ就 テAnitschkow,中 院 等 ノ研究 アル ノ ミ.

 Landauニ ヨ レバ動物 ニCholesterinヲ 給 與 ス レバ副腎髓質 ノ機能 ヲ高 メAdrenalinノ 分 泌 ヲ

充進 セシメ交感神經 ヲ刺戟 ス ト又Dresselニ ヨ レバ交感神經 ヲ刺戟 スレバ身體 中 ノKalciumハ

一 定部分 ニ集中 ス ト云ヘ リ. Zondeckニ ヨ レバLezithinヲ 動 物 ニ給 與 スル時 ハCholin様 物 質

形成 セラ レ副 交感神經 ヲ刺戟 スル ナラ ン ト然 レドモ之等 ノ問題 ヲ組織 學 的方面 ヨ リ探求 セ シモ

ノハ結縁(坐 骨神經),鎌 倉(腎 上皮細胞),余(鼻 呼吸粘膜)等 ノ數名 ニ過 ギザル ガ如 シ.即 チ鎌

倉 ハLanolin及 ビLezithin水 溶 液 ヲ家 兎ノ皮下 ニ注射 シ腎組織 ノ愛化 ヲ檢索 セシガ. Lanolin

動 物 ニァ リテハ,細 尿管 上皮細胞 ハ萎縮 シ緻 密 トナ リ濃染 シ管腔廣濶 トナルモLezithin動 物

ニア リテハ同細 胞 ハ膨脹淡染 シ管腔 狹隘 トナル ヲ見 タ リ.結 縁,ハLanolinolivenol及 ビLezi-

thinaetherolivenolヲ 家 兎 ノ皮下 ニ注 射 シ.其 ノ坐 骨神經 ヲ組織 的 ニ檢査 セ シニ. Schmidt-

Lantermann氏 割 ノ膨脹 性ハLanolin動 物 ニテハ著 明 トナ リ. Lezithin動 物 ニテハ幽微 トナル

ヲ見 タ リ,余 モ亦Lanolin及 ビLezithin水 溶 液 ヲ家兎 ノ皮下 ニ注射 シ其 ノ鼻 呼吸 粘膜 ヲ組織的

ニ檢索 セシニ結 縁 ノ實驗成績 ト同様粘膜 ヒ皮細胞 ハLanolin動 物 ニテハ緩疎 トナ リ膨大淡染 シ

Lezithin動 物 ニテハ同組 織 ハ緻 密 トナ リ萎縮 濃染 セル ヲ見タ リ.要 スル ニ鎌 倉 ノ實驗成績 ニア

リテハLanolin動 物 ノ組 織 ハKalcium動 物 ノ組織 ト同様 ナル状態 テ呈 シ. Lezithin動 物 ノ
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組織 ハKalium動 物 ノモノ ト同様 ナル所 見ヲ示 セル ニ反 シ.結 縁及 ビ余 ノ實驗 成績 ニア リテハ

Lanolin動 物 ノ組織 ハKalium動 物 ノ組織 ト同 又Lezithin動 物 ノ組 織 ハKalcium動 物 ノモ

ノ ト同様 ナル所 見 ヲ呈 セ リキ.之 等 ノ差異 ハLanolinニ 由 テ交感神經 ガ刺戟 セラ レ又Lezithin

ニ由 テ副交感神經 ガ刺戟 サルル結果 卜シテ,身 體中 ノKalcium或 ハKaliumガDresse1等 ガ臆

想 セル ガ如 ク一定 部ニ集 中 スル ニ起 因 スルモノナルガ如 シ.然 ラバ ロ蓋扁 桃腺組織 ガ之等兩物

質 ニ由 テ如何 ナル反應 テ呈 スルヤ.是 耳鼻咽喉科 ノ領 域 ニ於 テー ツノ興 味 アル問題 ナル ト信 ズ.

依 テ余 ハ本問題 ノ研究 ニ從 事 シ同時 ニ生體 染色 ノ状 ニ注意 セリ.蓋 シ生體染 色 ガ陽性 ナル ト否

トハ細胞 ノ密度 ニ關係 ス ト云ヘル佐藤 ノ結論 ヲ顧 慮 セル ニヨル モ ノナ リ.

第2章　 實 驗 材 料 及 ビ 方法

余ハ曩ニ鼻呼吸粘膜組織ノ檢索ノ際Lanolin, Lezitbinヲ1乃 至6週 間注射 シタル動物 ノロ蓋扁桃腺 ヲモ

摘出シ之ヲ組織的ニ檢査セシモ扁桃腺細胞ニ大小不同ノ差著シク而モ確然 タル變化 ヲ認識スルヲ得ザ リキ.

爾後再 ビ體重2kg内 外 ノ健康ナル數多 ノ家兎ヲ選 ミ,其1群 ニハ加温溶解セシメタルLanolin或 ハ20%水

性Lezithn液 ヲ各々15cc宛 毎 日1囘 皮下ニ注射セリ.而 シテ1週 間ヲ經過スル毎 ニ5ccヅ ツ増量シ3週 間

ニ亙 リテ連續注射ヲ試 ミ.又他ノ1群 ニハ上記兩物質ヲ10ccヅ ツ隔朝1囘 皮下ニ注射セリ.而 シテ第1囘

注射後36時 間ヲ經テ2% Lithionoarmin水 溶液ヲ家兎體重1000gニ 就 キ5cc宛 静脉内ニ注射シ.爾 後毎日

午後1囘 宛同注射ヲ反覆施行セリ.而 シテLanolin或 ハLezithinノ ミヲ皮下注射 シタル1群 ノ動物ハ注射

ノ各週間目ニ之ヲ殺シ.生 體染色 ヲ併用セシモノハ毎色素注射後24時 間目ニ之 ヲ屠殺 シ.共 ニ共 ノロ蓋扁

桃腺ヲ摘出シ之ヲ10%「 フオルマリソ」ニテ固定 シ3-5μ ノ連續 「パラフィン」切片ヲ造 リ,前 群ノモノニ

ハHamatoxylineosin友 ビMallory氏 染 色ヲ用ヒ.後 群ノモノハ單ニHamatoxylin染 色 ヲ行ヒ精密ニ之ヲ檢

査セリ.

第3章 實 驗 成 績

家兎 ノロ蓋扁桃腺ハ人類 ノBnlgdrusenニ 酷似セル構造ヲ有セルモノニシテ共 ノ表面ハ多層扁平上皮 ヲ被

り其ノ基底ハ血管及ビ淋巴管ニ富メル繊維様結締織ヨリ境セヲレ.其 ノ間 ノ腺様組織中ニハ大小種々ノ白

血球密在セ リ.此組織ハ結締織繊維ニヨリテ圍繞サルル多クノ球形塊 トナリテ韻ハ レ.所謂濾胞ヲ形成セ リ.

共 ノ中心部ハ大細胞ニ富 ミ構造周圍部ヨリ疎 ニシテ胚中心ヲ造 レリ.各 濾胞間ニハ血管淋巴管ヲ有セル網

様結締織ヲ見ル.其 ノ他細胞ハ球形橢圓形不正形等ニシテ其 ノ大サ甚ダ種々ナ リ.共 ノ最大ナルモノハ多量

ノ原形質 ヲ有セル遊離喰細胞ニ屬セリ.如 斯口蓋扁桃腺組織細胞ハ甚ダ種々ナルガ故ニ其 ノ變化 ノ状 ヲ認

織スルハ頗ル困難ナ リトス.

第1節　 Lanolinヲ 以 テ セル 實 驗 成 績

第1項　 1週 間注射 セシモノ ノ所見

此期ニア リテハ精密ニ檢査スルニ概シテ細胞ハ萎縮 シ緻密 トナ リ濃染セリ(Fig. 1)即 チ
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A.上 皮 層ハ其ノ厚徑 ヲ減ジ菲薄 トナリ核ハ濃染セ リ.

B.濾 胞ハ縮小シ其 ノ周圍ニ存在スル繊維ハ稍々著明トナリ.濾 胞内ノ諸細胞 モ亦概シテ萎縮シ其ノ核ハ

濃染セ リ.殊 ニ胚中心部 ノ細胞 ハ縮小シ爲メニ同部ハ不明トナ リ.一見新生セシ淋巴球ニヨリテ充滿サレシ

カノ如キ状 ヲ呈セ リ.

第2項　 2週 間注射 セ シモノ ノ所見

此期ニアリテハ1週 間注射 ノモノニ反シ組織細胞ハ却テ稍々緩疎 トナリ膨大シ淡染セルヲ見ル(Fig. 2)

即 チ

A.上 皮層ハ注射1週 後ノモノニ比シ稍々其ノ厚サヲ増シ對照正常 ノモノト殆 ド同状ヲ呈ス.

B.濾 胞ハ稍々増大シ周圍 ノ結締織繊維ハ幽微 トナ リ.濾 胞内ニハ淡染膨大セル核ヲ有スル胚中心 卜共ノ

周圍ニ密在セル淋巴球群 トヲ明カニ區別 シ得ルニ至ル.

第3項　 3週 間注射 セシモ ノノ所 見

此期 ニアリテハ注射2週 後ノモノト其 ノ所見大差ナキモ細胞ハ概 シテ再ビ稍々萎縮緻密濃染セル状ヲ呈

ス(Fig. 3)即 チ

A.上 皮層ハ再 ビ稍々其ノ厚徑 ヲ減ジ核ハ濃染セリ.

B.濾 胞ハ再ビ縮小シ周圍 ノ繊維ハ著明ニ顯ハル.胚 中心ハ之ヲ識別シ得 ラルルモノナキニアラザルモ多

數 ノ濾胞ニ於テハ萎縮濃染セル淋巴球密集セル爲メ之ヲ區別スル能ハザ リキ.

第2節　 Lezithinヲ 以 テ セル 實驗 成 績

第1項　 1週 間注射 セシモ ノノ所 見

此期ニアリテハ扁桃腺細胞ハ概シテ緩疎 トナリ.膨 大淡染セルコト恰モKelium注 射 ノ所見ニ髣髴 タリ

(Fig. 4)即 チ

A.上 皮層ハ其ノ厚徑ヲ増 シ細胞ハ膨大シ核ハ淡染 セリ.

B.濾 胞 ハ其ノ大サヲ増加シ.胚 中心ハ著明 トナリ大細胞ニヨリテ形成 セラレ共 ノ周圍ニ淋巴球環状ニ密

集セルヲ見ル.濾 胞周圍 ノ結締織繊維ハ微弱 トナレリ.

第2項　 2週 間注射 セシモ ノノ所 見

此期ニアリテハ1週 間注射 ノモノニ比シ組織ハ稍々萎縮シ緻密 トナ リ濃染セリ(Fig. 5)即 チ

A.上 皮層ハ殆 ド正常射照 ノモノト均 シキ厚徑ヲ有スレドモ核ハ濃染セ リ.

B.濾 胞ハ稍々縮小シ明カニ胚中心ヲ區別 シ得ル.其 ノ周圍ニ密集セル淋巴球アリ.其 ノ核ハ稍々濃染セ

リ.濾 胞周圍 ノ繊維モ亦著明Fナ レリ.

第3項　 3週 間注射 セシモノ ノ所 見

此期ニアリテハ2週 間注射 ノモノニ比 シ組織稍々緩疎 トナリ細胞ハ膨大淡染セ リ.サ レドモ注射1週 ノ

モノニ比シテ遙ニ其ノ度微弱ナリ(Fig. 6)即 チ

A.上 皮層稍々其 ノ厚徑 ヲ増シ細胞核ハ淡染セリ.
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B.濾 胞 ハ明カニ胚中心 ヲ示 シ其ノ周圍ハ稠密 ノ淋巴球ニ由テ環状ニ之ヲ圍 メリ.濾 胞周圍 ノ繊維ハ幽微

トナレ リ.

第3節　 生 膿 染 色 ヲ併 用 セル實 驗 成 績

元來扁桃腺組織中ニアル諸種ノ細胞中生體染色ニ陽性ナルハ「クラスマトチーテ ン」格網細胞及ビ血管淋

巴管ノ内皮細胞其ノ他之等細胞ヨリ分離セル組織球ナリトス.

第1項　 Lanolin動 物 ニ生體染色 ヲ施 セシモノ ノ所 見

已ニ色素注射第1日 ニ於テ色素顆粒 ヲ含有セル大ナル喰細胞ヲ見 ルモ其 ノ數極メテ少ナリ.且 其 ノ色素

顆粒モ亦甚ダ微細ナ リ.色 素ヲ反覆注射スレバ種々ノ細胞ニ色素顆粒ヲ認ムルモ一般ニ其ノ顆粒ハ甚ダ微

細ナリトス(Fig. 7).

第2項　 Lezithin動 物 ニ生體 染色 ヲ施 セ シモノノ所 見

己ニ色素注射第1日 ニ於テ粗大ノ色素顆粒ヲ有セル細胞 ヲ見ル 而モ其 ノ數ハLnnolin動 物 ニ生體染色ヲ

施 セルモノノ所見ニ比 シ多數ナリ.注 射ヲ反覆スル時ハ含色素細胞増數シ且色素顆粒ハ組大 トナルヲ見ル

(Fig. 8).

第4章　 總 括 及 ビ 考 按

敍 上 ノ如 ク家兎 ニLanolinヲ 反 覆皮下 ニ注射 スル トキハ扁桃腺組織 ハ先 ヅ緻 密 トナ リ細胞 ハ

概 シテ萎縮 シ濃染スルヲ見 ル.然 レドモ2週 間 ニ亙 リ注射 ヲ反 覆スル トキハ却 ツテ扁 桃腺 組

織 ハ稍 々緩疎 トナ リ細胞 ハ概 シテ膨大 シ淡染 ス.更 ニ注射 ヲ續 行 シ第3週 後 ニ至 レバ再 ビ第1

週 後 ノ状態 ニ近 キ所 見 ヲ呈ス.即 チ扁 桃腺組織 ハ緻密 トナ リ細胞 ハ多少膨大 シ淡染 スルモ ノナ

リ.生 體染色 ノ場合 ニ於 テハ色素粒子ハ萎縮緻 トナ レル細胞 内ニハ進入 シ難 キモノナ リ.今

Lanolin動 物 ニ生體染色 テ併用 スル トキハ少 ク モ初期 ニ於 テハ扁桃腺細胞 ハ概 シテ萎縮 ニ陷 レ

ル ガ故 ニ色素 ハ單ニ生體染色 ヲ試 ミタル モノニ比 ス レバ細 胞内 ニ進 入 スル コ ト僅 ニ シテ從 ツテ

細 胞内ノ色素顆粒 モ微細 ノ状 ニ止 リ又色素 ヲ攝取 セル細胞 ノ數 モ少 キモノ トス.

家 兎 ニLezithinヲ 反 覆皮下 ニ注射 スル トキハ扁桃腺組織 ハ先 ヅ緩疎 トナ リ其 ノ細胞 ハ概 シ

テ膨大淡染 スルヲ見ル 然 レドモ其 ノ用量 ヲ増加 シツツ更 ニ繼續 シテ注射 ヲ反覆 スル トキハ組織

ハ寧 ロ稍々緻密 トナ リ細胞 ハ概 シテ萎縮 シ濃染 ノ傾向 ヲ示 ス.是 レ注 射 ノ第2週 ノ終 リ頃 ニ見

ル所 ナ リ.更 ニ注射 ノ第3週 ノ終 リニ至 レバ 再 ビ初期 ノ所 見 ニ近接 シ扁 桃腺組織 ハ緩疎 トナ リ

細 胞ハ稍 々膨大淡染 セルヲ見 ル. 今Lezithin動 物 ニ生體染色 ヲ併用 スル トキハ扁 桃腺 ノ組織

ハ少 ナクモ最 初 ニ緩疎 トナ リ細胞 ハ膨大 セル ガ故 ニ多 ク ノ細胞 ハ容易 ニ色素 テ攝取 シ細胞 内色

素 ノ濃度 ハ高 マ リ爲 メニ粗大 ノ色素顆粒 ヲ含 有 セル細胞 多ク現 出 スル モノ トス.思 フニ動物 ニ

Cholesterin富 有 ノLanolinヲ 給 與 スル トキ ハ恐 クハ交感神經 ノ興奮 ニヨリテ身髓 中 ノCaハ

扁桃腺 ニモ集 中スルモノニ シテ爲 メニ同腺 ノ細胞ハ先 ヅ萎縮緻 密 ノ状態 ニ階 リ生體染 色 シ難 キ
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ニ至ル モノナ ラ ン.之 ニ反 シテLezithinヲ 與 フルhキ ハ恐 クハ副交感神經 ノ輿奮 ニ由テ扁桃

腺 中 ノCaハ 減 少 シKaliumハ 増量 シ爲 メニ其 ノ細胞 ハ膨大 シ構造緩疎 トナ リ生體染 色ニ著明

ニ反應 スルニ至 ル モノナ ラン.余 ノ此成績 ハ曩 ニLanolin
, Lezithinヲ 用 ヒテ檢 シタル鼻呼吸

粘膜 ノ所 見 ト相反 スルモノ ニシテ却 ッテ鎌 倉 ガ腎 ニ於 テ見 タル所 見 ト相 一致 セル モノナ リ而 シ

テ扁 桃腺 ニ於 テ變 化 ガ週期 的 ニ交代 スル コ ト比較 的 ニ早 キハ使用 セ シ藥 物ノ多量 ナ リシニ原 因

スル モノナラ ン.

第5章　 結 論

1. Lanolinヲ 反覆皮下ニ注射 スル トキハ扁桃腺組織ハ先ヅ萎縮ニ陷 リ其 ノ細胞ハ緻密濃染

ス.然 レドモ注射 日數ガ増加 スルニ從 ヒ扁桃腺組織 ハ却 ツテ緩疎 トナ リ其 ノ細胞 ハ膨大淡染ス

ルニ至ル.更 ニ注射 ヲ繼續 スレバ再 ビ組織ハ萎縮 ニ陷 ラン トシテ其 ノ細胞 ハ緻密 トナ リ濃染ス

ルノ傾向ヲ示スモノナ リ.

2. Lanolin注 射 ト生體染色 ヲ併用スル トキハ少クモ初期ニ於テハ扁桃腺 ノ細胞 ガ色素ヲ攝

取 スル能力減ズルヲ見ル.

3.Lezithinヲ 反覆皮下ニ注射 スル トキハ扁桃腺組織ハ最初ハ緩疎 トナリ其 ノ細胞ハ膨大 シ

淡染 ス.然 レドモ注射日數ガ増加スルニ從 ヒ扁桃腺ハ却ツテ稍々萎縮ニ陷 リ其ノ細胞ハ寧 ロ緻

密 トナリ濃染ス,更 ニ注射 ヲ繼續スル トキハ扁桃腺ハ再 ビ稍々緩疎 トナ リ其 ノ細胞ハ膨大淡染

スル傾向ヲ示 ス.

4. Lezithin注 射 卜生體染色 トヲ併用 スル トキハ少 ナクモ初期 ニ於テハ扁桃腺細胞ハ色素攝

取 ノ能力ヲ増スヲ見ル.
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Erklarung der A-bbildungen.

Fig. 1. Sohnitt der Gaumenmandel eines mit 

Lanolin eine Woohe lang behandelten Kanin-

ohens.

Fig. 2. Derselbe eines mit Lanolin 2 Wochen long 

behandelten Kaninohens.

Fig. 3. Derselbe vines mit Lanolin 3 Wochen Lmg 

behandelten Kaninohens.

Fig. 4. Derselbe vines mit Lezitbin eiue Woche 

lang bebandelten Kaninohens.

Fig. 5. Derselbe eines mit Lezithin 2 Wochen 

lang behandelten Kaninohens.

Fig. 6. Derselbe eines mit Lezithin 3 Wochen 

lang behandelten Kaninohens.

 Zeiss. 10•~10 Auszud 40cm.

Fig. 7. Derselbe eines mit Lanolin und Lithion-

karmin abweohselnd 5 Tage lang behandelten 

Kaninohens.

K=Farbstoffgranula innerhalb der Zellen.

Fig. 8. Derselbe eines mit Lezithin und Iithion-

karmin abweohselnd 5 Tage lang behandelten 

Kaninebens.

K=Intrazellulare Farbstoffgranula. 

Zeiss 115•~40 Auszug 40cm.
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Untersuchungen uber die antagonistischen Wirkungen von Cholesterin 

and Lezithin auf die Zellen der Gaumenmandel mit 

Berucksichtigung ihrer Befunde in Bezug 

auf die vitale Farbung.

Von

Toshishige Fukutake.

Aus dem anatomischen Institute tier Universitat Okayama

(Vorstand: Prof. K. Kosaka).
Eingegangen am 5. November 1930.

Wenn man beim Kaninchen taglich einmal durch mehrere Tage hindurch Lanolin 

injiziert, so wird das Mandelgewebe zuerst dichter, indem seine Zellen im allgemeinen 

einschrumpfen and sich intensiv farben (Fig. 1). Dieser Befund ist wahrscheinlich darauf 

zurdekzufiihren, dass der Kalziumgehalt der Mandel wegen der Sympathicuserregung 

zunimmt. Im Verlauf der Behandelungszeit tritt aber eine reaktionare Erscheinung auf, 

wobei viele Mandelzellen etwas anschwellen und sich schwacher farben (Fig. 2), um dann 

wieder einer Schrumpferscheinung Platz zu machen (Fig. 3). Wenn man beim Kanin

chen Lanolin und Lithionkarmin abwechselnd eine Zeit lang injiziert, so tritt die Farb

-stoffaufnahme der Mandel in den Hintergrund, indem die farbstoffhaltigen Zellen spar

-licher und die intrazellularen Farbstoffgranula feiner sind (Fig. 7) als im Falle der 

einfachen Vitalfarbung.

Gerade umgekehrtes Verbalten trifft man im Falle der wiederhalten Lezithininjek

-tionen, indem die Mandelzellen eine Zeit lang im allgemeinen anschwellen und sich 

schwach farben (Fig. 4), was wahrscheinlich darauf beruht, dass der Kaliumgehalt der 

Mandel infolge der Parasympathicuserregung zunimmt. Spater kommt aber reaktionare 

Schrumpferscheinung zum Vorschein (Fig. 5), um dann wieder umgekebrten Zustand zu 

zeigen (Fig. 6). Bei abwechselnden Injektionen von Lezithin und Lithionkarmin tritt 

die Farbstoffaufnahme der Mandel in erster Linie in den Vordergrund, indem die farb

-stoffhaltigen Zellen zahlreicher und die intrazellularen Karmingranula grober sind 

(Fig. 8) als im Falle der einfachen Vitalfarbung.
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